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東濤会だより

２００９年東京・山形合同ゴルフコンペ

【１０月４～５日・福島県白河高原ＣＣ】
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山形東濤会と東京東濤会の第５回合同ゴルフコンペが１０月４日（日）と５日（月）の両日、白河高原カントリークラブで開かれた。白河高原では３年連続の開催。山形から１４人、県外から１３人の合わせて２７人が参加した。

４日は夕方までクラブハウスに集合し、同夜は早速、懇親パーティー。毎年、これが楽しみの一つになっている。囲碁を楽しみに参加する人も多い。夜遅くまで酒と談笑が続いたが、翌日の天候とプレーを気に掛けながらコテージの個室でそれぞれ眠りについた。
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５日のコンペは、この何年か雨に見舞われたため、天候が心配だったが、雨は降らず曇り空。午前８時にスタートした。暑くなく、寒くなく各組、和気藹々の中にスループレー（昼食は終わってから）で行い、午後１時にはほとんどの組が終了した。

《松永貴夫君が優勝、ベストグロスは岡部正美君》

昼食を取りながら成績発表が行われ、松永貴夫君がアウト５２、イン４５で回り、初の優勝に輝いた。以下、準優勝は佐藤顕也君、３位は江口惇男君、４位浪岡嘉之君、５位岡部正美君と続き、松永君以外は県外勢が上位を占めた。

ベストグロスは岡部正美君の８５（アウト４４、イン４１）。１打差で佐藤顕也君と古川智義君が続いた。初参加の近藤元一君は残念ながらメーカーとなったが、なかなかのスコアだった。

《米や麩、チーズなど数々の賞品》

	順　位
	氏　　名
	住　所
	ネット
	アウト
	イン
	グロス
	ハンディ

	優　勝
	松永　貴夫
	山形
	７４．２
	５２
	４５
	９７
	２２．８

	準優勝
	佐藤　顕也
	熊谷
	７５．２
	３９
	４７
	８６
	１０．８

	３位
	江口　惇男
	鹿嶋
	７５．４
	４５
	４６
	９１
	１５．６

	４位
	浪岡　嘉之
	湯河原
	７６．０
	４８
	４６
	９４
	１８．０

	５位
	岡部　正美
	横須賀
	７６．６
	４４
	４１
	８５
	８．４


例年のことながら佐藤章夫君から恒例の米が全員に、鈴木恒太郎君からの麩と村形悦男君からのチーズも全員にいただいたほか、細谷俊郎君から湯飲み茶碗、加藤洋一君からは自家製の豚の燻製、園部稔君からゴルフボールとＹＢＣのタオル、山川茂君からは柿の焼酎づけなど、たくさんの賞品をいただき、大盛会となった。皆さん、本当にありがとうございました。

　午後３時ころ、別れを惜しみつつ、来年の再会を約しながら関東方面と山形方面に向け帰途の車を走らせた。

（清水彬記）
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シドニーオペラハウスはオペラくじで建った
グレゴリー明子（シドニー在住）
《デンマークの建築家》
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２００８年の末、シドニーオペラハウスの生みの親であるデンマークの建築家、ヨルン・.ウツォンが亡くなり、この素晴しい建物が完成するまでのドラマチックな歴史に再び光が当てられ、美しい写真集なども刊行されています。

[image: image6.jpg]


《デザインコンペで優勝》
ウツォンは、１９５６年のシドニーオペラハウスデザインコンペで優勝し、その建設工事を自ら指揮することになりました。しかし、依頼者であるＮＳＷ州の知事との確執で、ウツォンはこのプロジェクトを途中で放棄してコペンハーゲンに帰ってしまい、その後二度とオーストラリアの土を踏むことはありませんでした。
《卓越した設計、地元と確執》

１９７３年の落成式では、英国のエリザベス女王が国家元首として出席（オーストラリアはまだ植民地？）、祝賀式、コンサートで完成を祝いましたが、ウツォンの功績どころか名前さえも言及されることはありませんでした。ウツォンは、招待状を受け取っても出席を拒んだのです。

《完成までドラマチックな歴史》

確執の原因は、ウツォンのデザインが理想的な美を持つものの、当時の技術では追いつかないほど時代の先を行き過ぎていたことでした。それで、工事に当たって難しい局面が次々に出て来て、費用が当初予定の９百万ドルから３倍５倍と膨らんでいきました。そうなると、選挙民の声を気にする州の政治家が、予算を押さえようとデザインの変更を迫り、支払いをコントロールして、工事を指揮するウツォンたちの立場を、不可能なまでに困難にしたのです。
さらに悪いことに、コンペ当時の知事で、ウツォンの理解者であったカーヒルが亡くなり、選挙で保守党が政権を取り、この大プロジェクトに敵対的になってきました。特に、オペラはシテイーに住む一部の人のためのもので、それを、田舎に住み一生に一度も見られそうもない人々の税金で賄うのか、という声もあがりました。

《オペラくじで資金調達》

そこで考え出されたのが、オペラハウスくじです。高額の賞金を設定し、著名人がまず買ってみせて人々に宣伝したのが当たり、収益はどんどん上がって、なんと１億２百万ドルにまで膨れ上がった建築費用を、完成後２年の1975年に払い終えたのです。

すったもんだのあげくに完成したオペラハウス。今となっては、万人が喜び、感動し、シドニーの名を高からしめているオペラハウスが、とにかく完成したことに現在の私たちは感謝するのみです。

《生みの親は帰国したまま》

ウツォンは、とうとう去年の暮、我が子のようだと言っていたオペラハウスを、自分の目で見ずに逝ってしまいました。でも、同じく建築家である息子のヤン・ウツォンがシドニーを何度も訪れ、予定されている内部改装のアドバイスをしています。シドニー市民は、今ではウツォンを聖者の如く崇めています。
《シドニー湾に浮かぶ白い殿堂》

帆船が帆を広げているようだとか、見る角度によっては二枚貝だとか、白鳥とかに例えられますが、青い海水のシドニー湾に浮かぶ白いオペラハウスは、夜は幻想的にライトアップされ、大晦日には花火打ち上げの中心ポイントにもなります。年間４５０万人が訪れ、建築家やその卵たちが世界中からやって来て、畏敬の目で見上げます。
《２０世紀を代表する建物、世界遺産に》

２００７年には、ユネスコの世界遺産に指定されました。”人類歴史上類を見ない程の、人間の創造性の発露”という言葉をそえて。古代のピラミッドやタジ.マハールと違い、まだ建築家が生きていて、こんなに若い建造物に与えられたのは初めてなのだそうです。

《世界中から年間４５０万人》
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東高の友達でも、楠川さんは建築を勉強した時に、オペラハウスに魅了されて何度も見に訪れたそうです。ほかにも、オペラハウスを見たよ、と言ってくれる同級生がいて嬉しいかぎりです。私も、コンサートやオペラを見に行く度に、美しい外形と複雑な構造を持つ、この奇蹟のような建物がともかくも出来上がったことに感謝しています。これからオペラハウスを見られる方が、この建物にはそういう歴史があったのか、と思い出してくだされば、さらに感慨深い経験になることと信じます。

《日本人もプロジェクトに貢献》

次に、興味深い事実を挙げてみます。

１、コンペは１９５６年で、２２２の応募があった。

２、日本人のミカミ・ユウゾウという人が作図などでチームに貢献した。正面階段の前に埋め込まれている金属飾り板（工事の着手記念板）は、彼がデザインした。

３、１４年かけて、１万人の労働者が32か国から集まって工事に携わったが、一人の死者もなく、けが人もゼロに等しい。
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４、スイカのような球形の物体をくり抜いて、それを並べてみたという斬新な発想。

５、色は真っ白ではなく、百万個のタイルを貼り合わせたもので、それが光の加減で色を変える。

《世界一のパイプオルガン》

[image: image10.bmp]６、コンサートホールのパイプオルガンは、世界一の大きさ。１万個のパイプが使われ、１９７９年にオーストラリア人によって制作された。

７、コンサートホールが一番大きく(２６７９人)　オペラハウス（１５４７人）大小劇場などがあり、年間２４００回のイベントが開催される。

《マヤ遺跡やハムレット城からもヒント》

８、内装は、ウツォンの意図と違っており、経費を抑えて造られたため、音響的、審美的に問題あり，改装を計画中。

９、メキシコのマヤ遺蹟にヒントを得て、大きな広い階段を上がった高い場所に建物を置き、３６０度どの角度からも見られるようデザインしたという。

10、ウツォンの国デンマークのクロンボーグ城（ハムレット城）が立地的に似ていて、そこからもインスピレーションを得た。

11、シドニー湾は世界三大美港の一つです。

山東同窓会まつり

[image: image11.bmp]平成２１年度「山東同窓会まつり」が１０月１７日（土）午後５時半からホテル「メトロポリタン山形」で開かれ、東濤会からは２０人近くが出席した。会場に豊橋市在住の早川（旧姓東海林）千鳥さんが来ておられたのには、皆びっくりした。聞けば親戚の方が亡くなられて来形し、姉弟からチケットをもらって出席なさったのだそうだ。

最近は女生徒のパワーに驚かされる。この日も応援団のチアガール１０数人がミニスカート姿で迫力あるパフォーマンスを披露し、会場の雰囲気を一気に盛り上げてくれた。今年は昭和８年生まれの方々が喜寿のお祝いを受けられ、７０人ちかい出席だった。我々は８年後に該当する。例年、同窓会まつりの前日に学年の同窓会を開き、その流れで同窓会まつりに出席するのが恒例だそうだ。一人でも多くの東濤会員が出席できるように元気でいたいものだ。（鈴木正朗記）
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山形市長谷堂・遠藤彰君

【５４８３㍍を極めたヒマラヤ・トレッキング】
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濃紺の空。屹立する８０００㍍級の名峰。頂には雪煙をたなびかせている。壮大なヒマラヤの山々に魅せられた遠藤彰君夫妻（山形市長谷堂）が３度、ネパール・ヒマラヤに足を運び、エベレスト（８８５０㍍）、ローツェ（８５１６㍍）、マカルー（８４６３㍍）、チョウ・ユー（８２０１㍍）といった超ビッグな雄姿を目に焼き付けてきてから３年になる。

ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」の直江兼続と一戦を交えた長谷堂城の真下に住む遠藤君夫妻を訪ね、当時の映像を見せてもらいながら話を聴いていると、パクディンとかナムチェ、クムジュン、マッチェルモといった地名にはじまり、クンビラ（５７６１㍍）、クスムカングル（６３６７㍍）、タムセルク（６６２３㍍）、アマダブラム（６８１２㍍）、タウツェ（６５０１㍍）といった山の名前が次々と二人の口から飛び出し、５４８３㍍の頂を極めた感動は「まだまだ覚めやらぬ」といった感じ。

世界最高峰を目の当たりにした感動や、時には朝日、時には夕陽、時には月の光に輝く数々のヒマール（雪山）、神秘的な氷河湖、手が届きそうな星空、静寂の闇夜に際立つゴンパ（チベット仏教の僧院）の灯かり、高い吊り橋で荷役のゾプキョ（ヤクと牛の交配種）とすれ違う恐怖、薄い酸素に悩まされながら、険しい岩道をひたすら登り続けた行程、そして帰途の飛行機が飛ばず、標高３０００㍍近くの山村に５日間も足止めされたことなどを、つい昨日のように語ってくれた。

遠藤君がヒマラヤに興味を持ち始めたのは１９５６年、日本山岳会のパーティーが未踏峰マナスル（８１６３㍍）の初登頂に成功したころから。その後、１９８１年に職場の知人が隊長を務める山形県人パーティーが、やはり未踏峰だったランタン・リ（７２３９㍍）の初登頂を果たしたことから一層、身近に感じるようになった。そして岳人たちが夢中になるヒマラヤとはどんな所なのか、一度は行ってみたいと思うようになったという。

最初にヒマラヤの地に足を踏み入れたのは２０００年。県職員を辞めた年で、ランタン・リ初登頂の隊長だった知人に案内してもらった。とは言っても当時は腰痛がひどく、歩くのもやっと。このため飛行機とヘリコプターを乗り継ぎ、空から散策した程度にとどまった。

２度目は翌２００１年から２００２年にかけての年末年始。ツアーに参加し、いわゆるエベレスト街道を歩いた。標高２８５０㍍のルクラから３８６０㍍のクムジュンに立つエベレストビューホテル（日本人経営）まで。ルクラはカトマンズから小型飛行機で約４０分。街道の玄関口でもある。多くのトレッカーはここから歩き始める。エベレストビューホテルまではテント泊で３日。“母の首飾り”と称されるアマダブラムの美しい姿をはじめ、３６０度ぐるりヒマールの景観に圧倒され、現地の年越し行事も体験した。クムジュンという集落ではエベレスト初登頂のヒラリー卿が開設した学校も見学するなど、ヒマラヤ・トレッキングの醍醐味に触れた。

しかし、エベレスト街道はさらに奥へと続いている。英語でエベレスト、中国語でチョモランマ、そして現地ではサガルマータと呼ばれる世界最高峰をもっと近くで見たい。もっと高地を極めたいという気持ちが強く、４年後の２００６年１１月、３度目のトレッキングに挑んだ。

目標はゴーキョピークという標高５４８３㍍の頂き。ヒマラヤ・トレッキングでも屈指の展望が広がるところ。前回、訪れたエベレストビューホテルから４日ほど掛かる。氷河から流れ出るドウドコシという川に沿ったルート。このドウドコシに架かる吊り橋を何度も渡りながら、高度を上げていく。標高４０００㍍を超すのは今回が初めて。頭上は絶壁、足下は断崖という険しい道や氷河湖も通った。

登りの最終日は高度４７００㍍から５４８３㍍まで。酸素は薄い。ゆっくり、ゆっくり足を運ぶ。そして、とうとうピークを極めた。二人とも言葉はなかった。ただ顔を見合わせただけ。安堵の表情が広がり、それで十分だったという。

ゴーキョピークからの眺望は素晴らしかった。チョウ・ユー、エベレスト、ローツェ…といった周囲のヒマールが間近に、大きく大きく見え、足下には氷河湖が輝いていた。帰途、ルクラで５日間、カトマンズで３日間足止めされるアクシデントがあったものの、苦労の一つ一つが感動に変わり、胸の奥深くから達成感が湧いてくるヒマラヤ紀行であったようだ。（小笠原英雄記）

三ケ瀬りんご旨いぞ～茂木源雄君

【英語教師のセカンドライフ・最上川辺で果樹栽培】

碁点（ごてん）、三ケ瀬（みかのせ）、隼（はやぶさ）といえば、最上川舟運時代の３大難所。舟を操る船頭たちに恐れられた。その一つ、三ケ瀬の川岸近くで栽培されたリンゴは朝日町の「和合りんご」に匹敵する味と、高い評価を受けている。知る人たちは「三ケ瀬りんご」と呼ぶ。「最上川流域に発生する川霧と葉山おろしの冷風がリンゴの味を高める」のだそうだ。東濤会・会員の茂木源雄君（天童市田鶴町）はその生産者の一人。収穫が終わり、一段落した茂木君のリンゴ畑を訪ねた。同行したのは高校時代、茂木君と同じ郷土研究部だった遠藤彰君と東濤会事務局長の鈴木正朗君。

《三ケ瀬は舟運３難所の一つ》

碁点、三ケ瀬、隼はいずれも村山市の北西部。碁点は川底の岩が碁石のように散在し、三ケ瀬は３本の細長い岩盤が川の流れに沿って横たわる。隼は落差のある急流。この３ヶ所で座礁したり、難破する舟が後を絶たなかった。道路や鉄道など陸送の進展に伴い舟運は姿を消したが、３大難所は「最上川３難所舟下り」とか「最上川３難所そば街道」といった観光資源に生かされている。

このうち三ケ瀬は最上川がヘアピンのように大きな曲線を描く地点の上流部。茂木君のリンゴ畑は三ケ瀬を見下ろす最上川の左岸、小国沢川との合流点沿いにある。最上川に架かる国道３４７号「三ケ瀬橋」のたもとでもあり、地名は村山市白鳥字小国沢。
天童市田鶴町に住む茂木君が、リンゴ畑へ通うようになったのは１０年ほど前から。長年、この地でリンゴを栽培していた叔母さんが体調を崩し、農作業が出来なくなったため、唯一の身内だった茂木君が手伝うようになった。叔母さんが亡くなってからも畑に通い続け、リンゴ栽培を中心とした農作業が茂木君のセカンドライフになった。

畑は約２，１００平方㍍（７反歩）。リンゴの木は約４０本。品種は「ふじ」「紅玉」「やたか」「千秋」「つがる」など。リンゴ栽培は１年を通して作業がある。秋の収穫が終われば、間もなく翌年の収穫へ向けた準備が始まる。害虫から樹木を守る皮削りや雪害を防ぐための除・排雪。さらに余分な枝を切り落とす剪定、いい実を付けさせるための花摘みや受粉、消毒、摘果、葉摘み、施肥、そして収穫、出荷と続く。

こうした作業を「健康増進には最適」と言ってリンゴ栽培を続けていた叔母さんのライフスタイルを茂木君が引き継ぐ形になった。天童の自宅にも畑があり、子供のころから鍬を手にしていた。英語教師として教壇に立ち、高校の校長を務めた茂木君だが、農作業は苦にならなかったという。

収穫したリンゴはＪＡを通して出荷もする。最上川の川霧と葉山下ろしが育む味は、ブランド化こそされていないが、リンゴ通は「絶品」と太鼓判を押す。東京の市場などで高い評価を得ている朝日町の「和合りんご」に引けをとらないという人もいる。

作業はほとんど一人でこなす。収穫、出荷時に奥さんの手を借りるぐらい。リンゴのほか桃やサクランボ、山ブドウ、シイタケなどを手掛け、野菜畑では季節に応じた野菜を作る。敷地内には栗の大木があり、１０年前に植えたというシナノキも立派に成長していた。手作りの温室では黄色いミカンが実を付けていた。すぐそばを最上川が滔々と流れる。まさしく母なる川だ。夏の渇水期に三ケ瀬の岩盤が姿を見せ、支流の小国沢川では秋、サケの遡上が見られるという。

自宅から畑までは車で４０分ぐらい。畑で留守番をしている愛犬のほか、飼育している烏骨鶏や尾長鶏もいる。餌をやらなければならず、冬でも毎日通う。畑には母屋と作業小屋、車庫があり、忙しいときは寝泊りもする。

「三ケ瀬りんご」をかじりながら、滔々と流れる最上川を眺め、さらに東濤会の腕自慢が打つ蕎麦に舌鼓を打つことができれば、地元の「最上川３難所そば街道」を凌ぐイベントを展開できるかもしれない。もちろん天ぷらの野菜は栽培している東濤会のメンバーから提供してもらう－などと、当事者の迷惑も顧みず勝手な思いを膨らませてくれた取材でもあった。（小笠原英雄記）

秋晴れの馬見ケ崎河畔で芋煮会・山形東濤会

山形東濤会恒例の芋煮会が９月２６日（土）、馬見ケ崎川上流・唐松観音下の河川敷会場で開かれた。秋晴れ、天高い空の下、３７人が出席。シドニー在住のグレゴリー（旧姓鶴我）明子さんをはじめ５人の女性陣や京都在住の前野弘志君、毎年参加してくれる仙台の笠原亮太君と浦山宏君、そして高畠の富樫徹君ら初参加者も多く、賑やかな会となった。遅れて鹿野道彦君も参加され、先日、衆議院議員に復活されて、元気な顔を見せてくれた。

午前１１時過ぎから午後２時近くまで延々３時間、お酒が捗り、話も弾み、山形駅からのマイクロバス車内も賑やかなものだった。

好天に恵まれ、市内から会場まで歩いて来た人も何人かいた。帰りも歩き、健康維持に心掛けている人が多いということだろう。来年も元気に芋煮会で会えることを楽しみにしている。

（鈴木正朗記）

東濤会１年２組（出縄学級）の集い
１１月６日（金）夕方から上記の会が開催されました。場所は山形駅前の「宝来寿司」。参加者は関東方面から８人、山形から９人の１７人に、山形在住の他クラスから５人を加え、合わせて２２人が楽しく飲み、語り合いました。

　発端は沼津在住の武田真君が現役退職後、３年前から寒河江市の「マイスター」という会社の顧問を務め、経営指導のため毎月来形し、数日ほど滞在しています。この武田君を囲み「忘年会でもしようか」との話が持ち上がり、出縄学級の集いとなったものです。

　さらに話を聞きつけた他クラスの有志も加わり、賑やかな宴席となりました。なかには５０年ぶりに参加された方が数人おり、懐かしさもひとしおでした。

　翌日は、母校の東高を訪問し、現在も請われて教鞭をとっている武田三十郎君に学校内を案内していただきました。

その後、山辺町の緞通製造工場を見学しました。古くは新宮殿、赤坂の迎賓館、京都の和風迎賓館、そして国内の主要ホテル、最近では京都・祇園まつりの山車の前垂れが西陣織に代わって納入されている。手織りの緞通が小さいながら存在する技術の素晴らしさを感じさせる工場に皆さん感嘆されたようです。皆さん元気で、またの再会を約し、別れました。

参加した方々からお礼のハガキやメールをいただきましたが、縄野光邑君の「余りにも懐かしく、余りにも嬉しく、余りにも楽しく、飲みつぶれてしまいました…」の言葉には感激しました。（鈴木正朗記）





遺族年金について

鈴木展夫（山形市江南）

会員の当面の関心事に遺族年金があるようですので、ご紹介いたします。遺族年金と妻の年金の組み合わせには、いろいろなパターンがありますが、会員に典型的なパターンについてご紹介します。厚生年金と共済年金は同じと考えてください。

夫死亡時、夫および妻とも６５歳以上、満１８歳未満の子なし。

夫、厚生年金に２０年以上（４０歳以降１５年から１９年以上）加入。

１．妻が主婦専業であった場合　

夫の遺族厚生年金（※）＋妻の老齢基礎年金

２．妻に厚生年金がある場合

夫の遺族厚生年金が妻の老齢厚生年金より多い場合

妻の老齢厚生年金＋（夫の遺族厚生年金－妻の老齢厚生年金）＋妻の老齢基礎年金

つまり夫の遺族厚生年金＋妻の老齢基礎年金であるが、妻の老齢厚生年金が優先支給される。

夫の遺族厚生年金が妻の老齢厚生年金より少ない場合

妻の老齢厚生年金＋妻の老齢基礎年金

※夫の遺族厚生年金　①＋②

①報酬比例部分の４分の３

②経過的寡婦加算

昭和３１年４月１日以前生まれの妻に６５歳以降、その生年月日の区分に応じて支給される。

最高額は５９４，２００円で生年月日が昭和３１年４月１日に近づくほど低くなる。

（例）妻、昭和１８年４月２日から１９年４月１日生まれの場合２５７，６００円。

なお妻が６４歳までは中高齢寡婦加算として５９４，２００円が支給されるが、６５歳になると経過的寡婦加算として減額支給される。

妻の年収が８５０万円以上続くと遺族厚生年金は支給されない可能性がある。（ただし所得金額で支給される場合あり）

３．妻死亡で、夫が遺族年金を受ける場合

夫には中高齢寡婦加算や経過的寡婦加算が加算されないので、「自分の年金を選択する」ケースのほうが多い。（了）

訃報

松岡　宏和君（〒９９０－２３０５　山形市蔵王半郷８９－３）　平成２１年１２月２日逝去。陸上競技部、東根中出身。
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スタート前の記念撮影





六七歳の博士号おめでとう


　　　　　　　　冨樫　徹（高畠町深沼）


佐藤章夫君、おめでとう！


六七歳で東北大学農学博士号取得


農業の傍ら、山形から仙台に通い


六年間の努力が結晶した


農家の長男故に普通の大学は許されず


慶応義塾大学通信制に学んだ


塾長小泉信三の著作に心酔し


君にとって読書は頭の体操ではなく


文字通り生きる糧（かて）であった


この頃から君の向学心はつとに有名になった


勿論、朝には奥羽山脈を仰ぎ


夕べには出羽三山を仰いで


自然のリズムで生活できる農業を


君はこよなく愛した


山奥の学校で教鞭をとっているとき


深い雪の中訪ねてきてくれたことがある


君が、農村青年交換留学生として


アメリカで七ケ月ばかり過ごす中


生活の根底にキリスト教があると知って


キリスト教の学校に勤務していた僕を


訪ねてくれたのだった








唐松観音をバックに名物・大鍋の前で記念撮影





世界中から訪れる人で賑わうオペラハウス





オペラハウスとハーバーブリッジ





日本では稀な、


キリスト教の信仰を土台に


共同生活を営んでいた学校に


都会のミッションスクールにない


何物かを探る思いをもって


訪ねてくれたように思う


彼は、その後


『若いアメリカ』という体験記を出版した


そこには、アメリカの精神面に注目し


根底にある魂や霊的交流に触れて


感激する彼がいた


彼の父親は農民作家として


中国大陸での、軍馬とのかかわりを


ヒューマニスティックに描き


他と異なる視点から戦争を批判した


だから、佐藤君もユニークな視点からの


物書きになるのではないかと期待した


しかし、彼は山形市の郊外で、


両親と妻と四人で、地道に


野菜を中心とする農業に専念した


その後、高度成長とともに


多くの休耕田が発生するや


オペレーター組合を結成し


大型機械による請負農業を始めた








傍ら、交際交流や地域のリーダーとして活躍


専業農家、農民としても


順風満帆の道を歩んでいた還暦間近


突然、病気に見舞われた


若い頃から観世流の謡曲で鍛えた喉に


こともあろうに、扁桃腫瘍の発症


しかし、奥様の適切な支えも有り


彼は淡々として闘病生活をおくり


むしろこれを機に晩学の志を立てた


山形大学人文学部大学院日本経済史専攻


テーマは稲作の水利に関するもの


有形無形の資料が身辺に山積していた


自ら経験してきたことを学問的に


整理、体系化を試みるものであった


修士号取得後、今度は舌癌が発覚


しかし、彼の向学心は癌をも凌駕し


ついに博士号まで獲得した


背後に、両親の熱い応援と


妻の深い理解があったことを忘れまいぞ





おめでとう、佐藤君！これはゴールではない


心機一転、また新たな生活に向けて


前進されんことを祈る








オペラハウスの左は王立植物園。その奥はＣｉｔｙと呼ばれるビジネス街。入り江になったところはフェリーなどの船着場。オペラハウスの向かい側は豪華客船の船着場。写真の右に続くとハーバーブリッジでその橋を渡ったところに私は住んでいます。





赤いリンゴをバックに。中央が茂木君。左は鈴木（正）、右は遠藤の両君





おじゃまします（会員歴訪）





【あ　と　が　き】


２００７年７月に第１号を発行して以来２年５ヶ月。今回は第９号になる。ほぼ４ヶ月ごとに発行してきたが、原稿不足になることがなかった。鈴木正朗・事務局長の情報量と取材力に拠るところが大きいが、東濤会・会員各位の活動が盛んで、話題が多いということでもあろう。今回もオーストラリア在住のグレゴリー明子さんからシドニー・オペラハウス、冨樫徹君（高畠町深沼）から佐藤章夫会長の博士号取得を祝福するメッセージ、鈴木展夫君（山形市江南）から遺族年金についての投稿があった。ほかに東京・山形合同ゴルフコンペ、東高同窓会まつり、出縄学級の母校訪問、秋の芋煮会など話題が多かったため、文字を小さくしたほか、各ページとも上下、左右の余白を少なくし、横２段組みにしての発行となった。若干、読み難くなったことはご容赦いただきたい。


会員歴訪の「おじゃまします」は遠藤彰君の自宅（山形市長谷堂）と茂木源雄君のリンゴ畑（村山市白鳥）を訪ね、遠藤君からはヒマラヤトレッキングの思い出、茂木君からは果樹栽培を主体としたセカンドライフについて聞いた。鈴木展夫君の原稿に挿入した写真は中村弘君（三重県在住）が上山小中学校同級生のブログに投稿した作品から拝借した。


次号は２０１０年５月頃に発行の予定。県外からの投稿や紹介も大歓迎。鈴木正朗・事務局長にご一報ください。








【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス


①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。











雪煙たなびくエベレストをバックに遠藤君夫妻（２００６年１１月）





ツアー一行と記念の一枚。前列左端が遠藤君夫妻





母校を訪れた出縄学級の一行





古都の秋（中村弘君の作品から）





同上





母校を訪れた出縄学級の一行
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